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紹

介
加
藤
昌
嘉
著
『『
源
氏
物
語
』
前
後
左
右
』

宮

川

真

弥

“First
accum
ulate
a
m
ass
of
Facts:
and
then
con-

structsa
T
heory.”T
hat,Ibelieve,isthe
true
Scientific

M
ethod.―
―
Carroll,L.Sylvie
and
Bruno（
ch.18）

本
書
は
、
本
誌
第
九
十
八
輯
に
紹
介
す
る
加
藤
昌
嘉
著
『
揺
れ
動
く
『
源

氏
物
語
』』（
二
〇
一
一
年
、
勉
誠
出
版
）
に
次
ぐ
著
書
で
あ
る
が
、
本
書
あ

と
が
き
に
よ
る
と
は
じ
め
は
「
同
時
発
売
を
も
く
ろ
ん
だ
」
も
の
と
の
由
で

あ
る
。
ま
ず
は
、
以
下
に
本
書
の
構
成
を
示
そ
う
。

は
じ
め
に

第
Ⅰ
部

作
り
物
語
と
は
何
か

（
計

頁
）

52

作
り
物
語
の
エ
レ
メ
ン
ト

ⅰ

作
り
物
語
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
／
ⅱ

作
り
物
語
の
ス
ト
ー

リ
ー
／
ⅲ

作
り
物
語
の
カ
メ
ラ
／
ⅳ

作
り
物
語
の
形
態
と
表

記

作
り
物
語
と
作
り
物
語

ⅰ

連
結
と
合
流
／
ⅱ

組
み
換
え
つ
づ
け
る
／
ⅲ

時
空
を
引

き
継
い
で

第
Ⅱ
部

和
歌
は
物
語
の
肝
で
あ
る

（
計

頁
）

100

琴
で
／
笛
で
、
和
歌
を
詠
む

ⅰ
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
の
場
合
／
ⅱ
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
場

合
／
ⅲ
『
狭
衣
物
語
』
の
場
合
／
ⅳ
『
住
吉
物
語
』『
風
に
つ

れ
な
き
』『
恋
路
ゆ
か
し
き
大
将
』
の
場
合
／
ⅴ
『
伏
屋
物
語
』

の
場
合
／
ⅵ
『
落
窪
物
語
』『
寝
覚
』
の
場
合
／
ⅶ
『
一
本
菊
』

『
毘
沙
門
』
の
場
合

和
歌
の
書
記
法

ⅰ

和
歌
を
、
一
〜
二
字
分
、
上
げ
る
／
下
げ
る
／
ⅱ

和
歌
埋

没
―
―
仮
名
日
記
・
歌
物
語
に
お
け
る
―
―
／
ⅲ

和
歌
埋
没

―
―
歌
物
語
・
作
り
物
語
に
お
け
る
―
―

「
と
ふ
に
つ
ら
さ
」
の
涙

ⅰ

作
り
物
語
の
中
の
「
と
ふ
に
つ
ら
さ
」
／
ⅱ
「
と
ふ
に
つ

ら
さ
」
は
「
涙
」「
泣
く
」
と
連
繋
す
る
／
ⅲ

仮
名
日
記
・
軍

記
物
語
・
お
伽
草
子
の
中
の
「
と
ふ
に
つ
ら
さ
」
／
ⅳ

最
古
例

は
『
源
家
長
日
記
』
／
ⅴ

和
歌
の
中
の
「
と
ふ
に
つ
ら
さ
」
／

ⅵ
「
と
ふ
」
と
「
涙
」
／
ⅶ
「
と
は
ぬ
は
つ
ら
き
」

第
Ⅲ
部
『
源
氏
物
語
』
の
成
立
・
作
者
・
本
文

（
計

頁
）

125

〝『
源
氏
物
語
』
は
ど
の
よ
う
に
出
来
た
の
か
？
〞
を
再
考
す
る

ⅰ
『
源
氏
物
語
』
成
立
論
の
流
れ
／
ⅱ

紫
上
系
・
玉
鬘
系
と

い
う
二
つ
の
セ
リ
ー
／
ⅲ
『
源
氏
物
語
』
第
二
部
に
も
玉
鬘
系

は
存
在
す
る
か
？
／
ⅳ

玉
鬘
系
ブ
ロ
ッ
ク
は
後
記
挿
入
さ
れ
た

も
の
か
？

57



〝『
源
氏
物
語
』
の
作
者
は
紫
式
部
だ
〞
と
言
え
る
か
？

ⅰ
『
紫
式
部
日
記
』
の
中
の
『
源
氏
物
語
』
関
連
記
事
／
ⅱ

『
紫
式
部
日
記
』
の
中
で
「
物
語
」
と
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
記

事
／
ⅲ

西
暦
一
〇
〇
〇
年
代
の
資
料
／
ⅳ

西
暦
一
一
〇
〇
年

代
〜
一
二
〇
〇
年
代
の
資
料

本
文
研
究
と
大
島
本
に
対
す
る

の
疑
問

15

ⅰ

定
家
本
・
明
融
本
・
大
島
本
の
関
連
性
に
つ
い
て
／
ⅱ

定

家
本
『
源
氏
物
語
』
の
複
数
性
に
つ
い
て
／
ⅲ

大
島
本
を
底
本

と
す
る
注
釈
書
に
つ
い
て
／
ⅳ

大
島
本
「
柏
木
」
巻
末
の
切
除

に
つ
い
て
／
ⅴ
《
青
表
紙
本
》《
河
内
本
》《
別
本
》
と
い
う
概

念
に
つ
い
て

本
文
の
傍
ら
に
／
或
い
は
本
文
と
な
っ
て

ⅰ

パ
ラ
テ
ク
ス
ト
＝
ペ
リ
テ
ク
ス
ト
＋
エ
ピ
テ
ク
ス
ト
／
ⅱ

書
き
入
れ
も
注
釈
で
あ
る
／
ⅲ

テ
ク
ス
ト
本
体
か
ペ
リ
テ
ク
ス

ト
か
？

作
者
の
所
為
か
享
受
者
の
所
為
か
？
／
ⅳ

注
釈
は
本

文
に
容
喙
す
る

あ
と
が
き

目
次
に
よ
っ
て
概
要
は
端
的
か
つ
的
確
に
把
握
で
き
よ
う
。
第
Ⅰ
部
で
は

古
来
存
在
す
る
〈
作
り
物
語
〉
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
定
義
と
特
質
と
を
論
じ

る
。
第
Ⅱ
部
に
は
和
歌
に
関
す
る
論
考
が
収
め
ら
れ
る
。
作
り
物
語
特
有
の
、

音
楽
に
よ
っ
て
和
歌
を
詠
む
場
面
に
つ
い
て
の
考
察
。
和
歌
の
書
記
法
の
検

討
と
、
そ
れ
に
伴
う
本
文
へ
の
埋
没
の
指
摘
。「
と
ふ
に
つ
ら
さ
」
は
一
つ

の
イ
デ
ィ
オ
ム
と
し
て
捉
え
る
べ
き
こ
と
。
第
Ⅲ
部
は
『
源
氏
物
語
』
の
成

立
・
作
者
に
つ
い
て
の
問
い
直
し
と
、
本
文
研
究
の
現
状
に
対
し
て
の
提
言

で
あ
る
。

そ
こ
に
貫
徹
す
る
の
は
、
開
か
れ
た
議
論
・
論
証
に
対
す
る
強
い
志
向
で

あ
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
特
に
第
Ⅲ
部
に
顕
著
な
、
考
え
得
る
総
て
の
可

能
性
を
列
挙
し
、
棄
却
の
理
由
も
示
し
な
が
ら
進
め
て
ゆ
く
考
察
の
有
り
様

は
そ
の
現
れ
で
あ
ろ
う
。

論
証
は
総
て
前
提
か
ら
発
す
る
。
文
学
研
究
に
と
っ
て
、
何
よ
り
も
確
か

な
、
そ
し
て
誰
も
が
共
有
し
う
る
前
提
は
、
そ
こ
に
存
在
す
る
モ
ノ
と
し
て

の
伝
本
（
テ
ク
ス
ト
）
だ
ろ
う
。
加
藤
氏
は
作
品
本
文
を
引
用
す
る
ご
と
に
、

煩
を
厭
わ
ず
伝
本
を
明
示
す
る
。
こ
れ
は
た
と
え
ば
、
大
島
本
『
源
氏
物

語
』
で
は
な
く
、『
大
島
本

源
氏
物
語
』
な
の
だ
と
い
う
主
張
に
他
な
る

ま
い
。
伝
本
名
を
除
い
た
『
源
氏
物
語
』
は
実
在
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
。

我
々
は
幸
い
に
し
て
古
来
の
伝
本
を
豊
富
に
有
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
一
つ

一
つ
の
伝
本
を
虚
心
に
読
み
返
す
べ
き
段
階
に
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
こ
と

に
よ
る
研
究
の
可
能
性
を
本
書
は
明
晰
に
示
し
て
い
る
。

（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
年
五
月
、
二
九
六
頁
、
四
，
八
〇
〇
円
）

（
み
や
が
わ
・
し
ん
や

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
・

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）
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